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昭和54年４月

昭和54年度（54年４月１日～55年３月31日）において

学外に発表された論文ならびに講演

末
末
末
森
末

岡
田

第19回伸銅技術研究会

雷憲年月雑誌名又は講演会名目題表 者発

福
布

二次元噴流の傾斜壁への付着

1）長岡技術科学大学２）東京工業大学精密工学研究所３）元鹿児島大学大学院工学研究科生４）中部工業大学
5）九州松下電器株式会社６）鹿児島工業高等専門学校

第５回関西水力研究会

水中放電加工に関する研究
一中高水圧下の放電現象について－

研削温度についての一考察

賢
泰
俊
正

西
井
村
村

中
福
岡
中 ｝Ｊ１

好
一
久

昭和54年11月第30回塑性加工連合講演会熱間圧延動力計算の数式モデル

第44回日本鉄鋼協会日本金属学会
九州支部講演討論会

昭和54年11月熱間変形抵抗の推算西賢中

円筒重研削における研削要因およ
び数学モデル第一報一S45C,SCM３
に対する19A砥石の場合一

管端スピニング加工における銅お
よび銅合金の成形性

積算塑性ひずゑ損傷による冷間加
工の疲労ぎ裂伝ぱ速度に及ぼす影
響の検討

亜共析鋼の黒鉛化現象とこれにお
よぼす合金元素の影響

昭和54年５月精機学会重研削専門委員会中秀穂田
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好
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正
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村
中
井
村
吉
永
吉
崎
永
村
川
村
手

昭和54年11月

鹿児島工業高等専門学校研究報告
第14号ｐｐ､19～2４

昭和54年10月

材料Vol、２８，Ｎo309,
pp､491～496

昭和54年６月

昭和54年12月

昭和55年３月

昭和54年且５月

昭和54年10月

昭和54年11月

精機学会重研削専門委員会
研削発表会

松
井

精機学会秋季講演会

精機学会九州支部熊本地方講演会

亜共析合金鋼の黒鉛析出におよぼ
す恒温変態処理の影響

昭和54年二10月日本金属学会第85回名古屋大会

長方形管内気液二相流の研究（傾
斜管内の気体スラグ速度と気体体
積率）

気液二相流の流動と圧力損失

蕗機械学会九州支部大分地方講 昭和54年５月松
石

流体工学
Vol、１５，NolO，ｐｐ,２１～３１

ローカル・エネルギー・システム
のケース・スタディ
IAE-C7907，ｐｐ､56～9４

磯

中
野
中
是
中
是
中
是

初期乱れ強さが小さい場合の二次
元付着流れ

研削抵抗と研削温度に関する一考
察

国分地域の潜在エネルギー賦存状
況と開発可能性について

昭和55年３月
村博久
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島
崎
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枝
島
枝
島
枝

野
八
佐
松
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八

有限幅ノズルから流出する噴流の
側壁付着効果
(第２報初期乱れ強さの影響）

騎鯉書奏会講演会 昭和54年10月



昭和55年３月

鹿児島大学工学部研究報告228

ｊ
幹
義
彦

国
正
政

米
田
島

久
和
中

コンクリートのぎ裂に関する基礎
的研究（屋外でのＬ27多要因直交
配列実験）

自励式三相誘導発電機の電圧変動
補償制御

7）九州工業大学８）小林理研９）近畿大学１０）建設省建築研究所

日本建築学会九州支部研究報告

霞毒年月雑誌名又は講演会名題者 目発 表

第２２号（1980）

昭和55年２月

昭和55年２月ゴム，合成樹脂などを用いた弾性
実験についての考察難藤"｝
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夫
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中
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入

自励式誘導発電機の発生領域に関
する解析

電気学会全国大会 昭和54年４月

昭和54年10月

昭和54年10月

昭和54年：10月

昭和54年10月

１７７１，
幸
夫
一
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一

俊
茂
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佐
田
田

入
高
上

単相電源による三相誘導電動機の
運転方式の一例について

電気四学会九州支部連合大会

三相回路の不平衝電流を平衝化す
るためのベクトル図解法美窪震妻｝ 電気四学会九州支部連合大会
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政
俊
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神
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木
畑
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上
原
入
高
上
園
大
入
柚
川
計

自励式誘導発電機の確立電圧iに対
する軌道安定解析

電気四学会九州支部連合大会

日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月雪害＝毒｝

日本建築学会九州支部研究報告

電気四学会九州支部連合大会

昭和55年度電子通信学会
総合全国大会

音の回折の測定
(矩形開口の場合）

竺炉＃｝

第２回日本光弾性学会 昭和54年:６月

昭和55年２月日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

霧冨歪雲｝ 日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月シラスの強度と変形に関する実験

有開口耐震壁の弾性実験解析（そ
の１，壁体に相似な中央開口の光
弾性実験による壁柱のせん断力負
担割合）

乗曇宴春,,｝

竺厭蓋｝

竪謬窒難繍菱謝聡
架構の場合の比較－その1.実験計
画とひび割れ性状）

周辺架構の構造形式が異なる耐震
壁に関する実験的研究(RC・ＳＲＣ
架構の場合の比較一その2.変形性
状）

周辺架構の構造形式が異なる耐震
壁に関する実験的研究(RC・ＳＲＣ
架構の場合の比較－その3.ひずゑ
測定結果に基づく考察）

昭和55年２月

灘皇妻,｝ 有開口耐震壁の開口隅角部の付加
斜張力

昭和54年度日本建築学会秋期大会 昭和54年９月

農柴嘉圭｝ たれ壁，腰壁付柱の剛域に関する
研究

昭和55年２月日本建築学会九州支部研究報告



非線形自由振動

非線形振動数値解析

解の安定性と近似解法

回転シェルの非線形運動方程式

回転シェルにおける非線形振動
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皆川洋

昭和55年１月台風による飛散物災害について

11）九州大学工学部３）元鹿児島大学大学院工学研究科生

篭毒年月雑誌名又は講演会名題 目発表者

日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月低密度地域の防火と安全性に関す
る研究（密集地の調査・研究）

１
１
１

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

勲
稔
秋
勲
稔
秋
勲
稔
秋

千
千
千

谷
野
井
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井
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野
井

日本建築学会論文報告集
第281号，ｐｐ､71～8０

Ｈ形鋼柱の局部座屈後の変形性状
その1.実験計画および実験結果

昭和54年７月牧
松

日本建築学会論文報告集
第286号，ｐｐ､23～2８

Ｈ形鋼柱の局部座屈後の変形性状
その2.荷重一変形関係

昭和54年12月牧
松

Ｈ形鋼柱の局部座屈後の変形性状
その3.単調載荷時と繰返し載荷時
との塑性変形性状の対応性及びエ
ネルギーの吸収能力

強風による平板の飛散について

強風による平板の飛散について

強風による平板の飛散経路につい
てその4．

日本建築学会論文報告集
第288号，ｐｐ､49～5９

昭和55年２月牧
松

昭和54年度非定常空気力学懇談会

第26回風に関するシンポジウム

昭和54年７月

昭和54年10月

立 川

立 川

立 川
福 山

夫
夫
夫
弘

正
正
正
雅 ｝ 日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月

自然災害科学解析研究昭和54年員度
西部地区部会

日本建築学会論文報告集
No278，ｐｐ､9～１４

日本建築学会論文報告集
No279，ｐｐ､21～２７

日本建築学会論文報告集
No280，ｐｐ､11～１７

日本建築学会論文報告集
No281，ｐｐ､２１～３０

日本建築学会論文報告集
No282，ｐｐ､107～112

田
良
藤
良
田

昭和55年２月

昭和54年二８月

昭和54年11月

立川正夫

昭和54年４月

昭和54年度において学外に発表された論文ならびに講演

日本建築学会論文報告集
第282号,ｐｐ､113～122

日本建築学会論文報告集
第285号，ｐｐ､117～125

｝

昭和54年員５月皆川洋

昭和54年６月

昭和54年７月

昭和54年８月

皆川洋

皆川洋

皆川洋

皆川洋
周期外力を受ける弾性体の動的不
安定後の挙動

第29回応用力学連合講演会

日本建築学会九州支部研究報告

昭和54年11月

高自由度二次元要素を用いた有限
要素法による壁体の解析

内田 茂

皆川洋

昭和55年２月

昭和55年２月

閉空間に対する感覚量に関する実
験的研究１．

閉空間に対する感覚量に関する実
験的研究２．

空間欠損の視覚的効果に関する基
礎的研究（その4.調整法による閉
空間の見かけの容積）

喫茶店における座席の選択行動に
関する研究

低密度地域の居住状況に関する研
究その２

内田 茂

内田 茂

昭和54年度日本建築学会秋期大会 昭和54年９月

日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

内田 茂

龍
島
英
島
龍

３，

雄
昭
康
昭
雄

山
田
加
田
山



気温年変動及び日変動に関する統
計的研究

気温日変動の数値計算

太陽熱集熱に関する実験的研究

都市気象データの長期的変動特性
と相関
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日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

昭和55年２月

昭和55年２月

昭和55年２月

日本建築学会九州支部研究報告

3）元鹿児島大学大学院工学研究科生１２）鹿児島大学大学院工学研究科生１３）元鹿児島大学工学部学生

昭和55年２月

雷毒年月発表者 題 雑誌名又は講演会名目

鹿児島大学工学部研究報告第２２号（1980）

寿雲｝
竹
前

油化学，２９巻２号,pp、７５～8１有機ヒ素化合物の代謝(総説）｝

特別養護老人ホームにおける基礎
的平面研究
(寮母動線による平面分析）

鹿児島市をとりまく交通事情の調
査研究

３Ｊ資
昭

森
田

啓
島

本
良 ｝ 日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月

小山田善次郎 日本建築学会九州支部研究報告 昭和55年２月
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成
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成

田
藤
藤
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田
畑
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出
坂
畑
中

山

井

小
佐
伊
伊
迫
池
赤
赤
池
小
赤
池
田

都市景観研究のための基礎的研究

鹿児島県立博物館

鹿児島刑務所について

日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

日本建築学会九州支部研究報告

昭和54年度日本建築学会秋期大会

昭和54年度日本建築学会秋期大会

昭和55年２月

昭和55年２月

昭和55年２月

月平均気象データの推定
(その1.外気温）

月平均気象データの推定
(その2.水蒸気圧）

昭和54年９月

昭和54年９月

桜島火山活動による降灰と風向風
速及び大気透過率の関係について

下
田

昭和55年２月

票豊成憲"｝
赤坂 裕

第20回大気汚染学会

昭和55年２月
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雄
一
一
弘
一
一
雄
郎
一
之
滋
雄
泉
滋
雄

安
欣
庫
欣
安
一
健
徳
寿
寿

浩

重
田
川
田
重
元
下
内
田
下
部
田
下

福
島
大
島
福
野
山
宮
前
竹
分
前
竹

竹下寿雄
前田滋

昭和54年11月

田中
赤坂

赤坂

毒平'｝
空気調和衛生工学会論文集
Nol2，ｐｐ､81～9２

裕 昭和55年２月

壁体の遮音性能におよぼす下地材
の影響に関する実験的研究

黒木荘一郎 日本建築学会九州支部研究報告

シラスー粘土系焼結体 昭和54年11月

フェロシリコン製造副産物シリカ
の炭素還元法による窒化物合成 日本化学会第40秋季年会 昭和54年10月

鰯裟塞窯業協会九州支部秋季

日本化学会第40秋季年会

EDTA一ビス(Ｎ,Ｎ－ジアルキル
アミド）キレート界面活性剤の合
成とその界面活性

EDTA-モノエステルキレート界
面活性剤の合成とその性能

鹿児島市および桜島の大気汚染
(桜島降灰)調査(第１報)昭和53年
度調査

油化学，２８巻８号,pp､552～556 昭和54年８月

昭和54年９月



昭和54年10月
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日本化学会九州・中国四国支部合
同大会

日本化学会第40秋季年会

昭和55年１月

14）九州大学教養部１１）九州大学工学部３）元鹿児島大学大学院工学研究科生１２）鹿児島大学大学院工学研究科生

15）大分大学工学部

雑誌名又は講演会名｜雷憲年月者 題発 表 目

化学工学協会第13回秋季大会

昭和54年度において学外に発表された論文ならびに講演

オルダーショー型カラムにおける
微量成分の段効率

吉福功美

吉福功美

昭和54年６月

昭和54年10月

離散的プロセス問題の解法の表現
(寄書）

多重効用缶問題ＡＭＧの解法一サ
ブフローグラフによる解法の表現
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吋
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時
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曇
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呼
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地
声
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詐
岬
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握
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痔
》
州
非

ａ
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改
麺
皿
吻

Structureofl,2,3,4-tetrahydro-1-
methyl-2-oxo-3-azocine‐
carbonitrile

ActaCrystallography，Ｂ35,
pp､778～780

昭和54年二４月

化学工学論文集第５巻第３号，
pp,310～312

２－ピリドンおよびＮ－メチル－

２－ピリドンとＮ一置換マレイミ
ドとの反応

日本化学会誌，
1979,ｐｐ,1071～1078

昭和54年８月

２－ピリドンを用いる光環化付加
合成

日本化学会第40秋季年会 昭和54年10月

クマリン酸メチルとエチルビニル
エーテルとの熱および光反応

昭和54年11月

昭和54年10月

チミンとクロロエチレンとの光化
学反応

日本化学会第40秋季年会

化学工学論文集第６巻第１号，
pp､２３～2７

昭和54年度粉体工学会秋期研究発
表会

Ｎａ－Ｐ型シラスゼオライトによる
重金属イオンの吸着．脱着

噴流層スクラバーによる集塵

昭和54年11月

'ＨＮＭＲＳｐｅｃｔｒａｏｆｌ－Ａｌｋｙｌ-1,2,
3,4-tetrahydro-2-oxo-3-azocinec‐
arboxylicacidDerivativesand
TheirAnalogues

オルダーショー型蒸留カラムにお
ける微量成分の段効率

Tetrahedron，
36,ｐｐ、８１～8５

昭和55年１月

昭和54年10月

昭和54年４月化学工学協会第44年畠会

化学工学協会大分大会

炭化水素の蒸留における微量の硫
化エチルの段効率

化学工学協会第13回秋季大会

モンテカルロ法による連続式スチ
レン懸濁重合のシミュレーション

化学工学協会大分大会

昭和54年11月

高粘性下における連続撹伴槽共重
合速度

昭和54年11月
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対称形MOST非安定マルチバイブ
レータの解析（第２報）
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治
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満
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義
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正
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恥
》
呼
岬
嘩
細
師
嘩
呼
判
岬
師
岬
》
》
》
》
州
濡

Anovelapproachtosoftdecision
decodingofthresholddecodable
codes

3）元鹿児島大学大学院工学研究科生１２）鹿児島大学大学院工学研究科生１６）神戸大学工学部１７）ＮＨＫ１８）東海大
学工学部１９）鹿児島県立吹上高等学校２０）鹿児島大学附属病院２１）八代工業高等専門学校

藷濯年月発表者 題 雑誌名又は講演会名目

昭和55年２月

鹿児島大学工学部研究報告第２２号（1980）

電気四学会九州支部連合大会

村島定行 代用電荷法のポアソン方程式への
応用

リーマン面上のグリーン関数を利
用した代用電荷法

１
１
１
１

３
３
３
１
１
３
１

Ｊ
，
，
２
２
，
６

博
郎
渉
弥
正
郎
美
弥
正
美
郎
弥
正
弘
彦

士
心
士
心

土
心

忠
与
哲
与
琢
哲
琢
与
哲
正
成
，
ｕ

躯
ｋ

根
子
一
元
串
田
子
辺
串
田
辺
子
串
田
久
木
蝿
韮

久阿
金
坂
大
沼
金
渡
大
沼
渡
金
大
沼
金
三
Ⅷ
肌

NbsGe超伝導体薄膜について 応用物理学会九州支部講演会 昭和54年11月

液体窒素槽内でのマグネトロンス
パツタリングによる高純度Ｎｂ薄
膜の製作

応用物理学会九州支部講演会 昭和54年11月

強磁性体ターゲットのマグネトロ
ンスパッタリング 応用物理学会九州支部講演会 昭和54年11月

雲冥誕,｝

カルマン・フィルタの画像処理へ
の応用

日経エレクトロニクス
No.211,ｐｐ､106～130

1EEETrans・ｏｎCommunication，
vol・ＣＯＭ－２７，No.11,
pp､1711～1716

1EEETrans･onInformation

Theory，vol・IT-26，No2
pp、244～246

昭和54年畠４月

AdaptiveSchemestorecognize
asynchronouslygeneratedsignal 昭和54年11月

リーマン面を利用した代用電荷法

島
原

村
久

昭和55年３月

対称形MOST非安定マルチバイプ
レータの解析（第１報）

昭和55年3月

定行

電気四学会九州支部連合大会

電気四学会九州支学連合大会 昭和54年210月

マイクロコンピュータによるＳ－Ｐ
表の作成 電気四学会九州支部連合大会 昭和54年10月

Applicationoflnterrupted
ContinuousOscillator 電気四学会九州支部連合大会 昭和54年10月

昭和55年3月

沈降電位発生装置の改良

昭和54年９月

昭和54年７月

昭和54年10月

海水の電気的性質を測定するため
の測定電極と検出増幅器の製作に
ついて

蔑砦崇雲｝ 昭和54年度文部省特定研究経費研
究速報ＰP､23～2５

海水の電気抵抗率および塩分の含
有率測定について

平川
武石
永田
他４名

村島

ｌ
満
亮
一
二

広
泰
昭

昭和54年度文部省特定研究経費研
究速報ｐｐ､26～２８

電磁界理論研究会資料
ＥＭＴ-79-28,ｐｐ､４１～５２

雷契雲年度情報処理学会第20回全
静電気学会誌
Vol､4,1(1980）ｐｐ､38-43
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東シナ海陸棚縁における短周期流
速・水温変動の測定結果雲異盟芙｝

適応制御方式による恒温槽温度制
御

庭
沢
庭
沢
庭
沢

間
古
間
古
間
古

22）宮崎大学工学部２３）九州産業大学２４）三菱電機株式会社１１）九州大学工学部２５）鹿児島水産試験場

26）水産庁水産工学研究所

藷毒年月雑誌名又は講演会名目者 題発表

1979年度日本海洋学会秋季大会

超音波魚量計による魚群密度の測
定

いけす用超音波魚数計の概要

魚群断面のPPI像による体積近似

昭和54年６月

昭和54年６月

昭和55年３月

１
２
２
２

２
２
２

弘
道
寛
行

後
弘
定

野
藤
田
島

河
近
賛
村

放電研究会資料
ED-79-64，ｐｐ､１－１０

無限平板上に誘電体円筒を置いた
針対平板ギャップの電界分布

昭和54年11月

九州大学工学集報
第52巻，第５号，ｐｐ､655～661

多変数サンプル値追従制御系にお
ける速応性の改善

昭和54年10月吉田 宏
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男
宏
和
男
宏
義
男
宏
和
男
宏
義

章
英
章
孝
章
英
章
孝

橋
田
中
橋
田
本
橋
田
中
橋
田
本

大
吉
田
大
吉
橋
大
吉
田
大
吉
橋

有限整定法に基づいた離散時間サ
ーボ問題における速応性の改善

昭和54年10月電気四学会九州支部連合大会

る恒温槽温度制適応制御方式によ
御

昭和54年10月電気四学会九州支部連合大会

九州大学工学集報
第53巻，第１号，ｐｐ､9～1４

有限整定法に基づいた離散時間追
従制御系の速応性の改善

昭和55年１月

九州大学工学集報
第53巻，第２号，ｐｐ､63～6８

昭和54年５月

昭和54年度において学外に発表された論文ならびに講演

桜井仁人
鹿児島湾口鞍部における流速変動
の特徴－特に短周期変動について

昭和55年３月

昭和54年10月

騒篭溌欝熟議蕊
開発利用に関する研究(Ⅱ)」研究
報告書ｐｐ､27～３１

桜島地域学術調査協議会調査研究
報告書ｐｐ､64～７２

昭和54年度文部省科学研究費総合
研究(A)｢黒潮大蛇行と大冷水塊(そ
の消長と予測に関する研究)｣研究
報告書ｐｐ､186～196

日仏海洋学会誌
Vol､17,No.２，ｐｐ､83～９０

昭和54年度日仏海洋学会学術研究
発表会

東シナ海陸棚斜面上の黒潮の相対
流速断面構造震異碧実｝ 昭和55年３月

鹿児島湾口における流動特性と海
水交換雪異嬰麦｝ 昭和55年３月

東シナ海陸棚縁における流速の短
周期変動

昭和55年３月前田明夫

桜
肥 薩南海域における黒潮変動の特徴

日本音響学会昭和54年度春季研究
発表会

日本音響学会昭和54年度春季研究
発表会

昭和55年度電子通信学会総合全国
大会

愛
昌
愛
昌
愛
昌

井
永
井
田

仁
政
仁
明

全｝

全｝

金‘,｝

暑．,｝

暮・》｝

暑‘,｝

桜
冨
桜
前

昭和54年５月鹿児島湾口鞍部上の海況

鹿児島湾の流速測定及び湾内海水
循環について

1979年度日本海洋学会秋季大会

昭和54年度文部省科学研究費総合
研究(Ａ）「黒潮大蛇行と大冷水塊
(その消長と予測に関する研究)」
研究報告書ｐｐ､62～7１

昭和54年二10月

井仁
後 道
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善
健
壮
元
直
悦
正

土木学会第34回年次学術講演会

春山
宮内

昭和54年10月

粒状体の変形特性に及ぼす主応力
軸変化の影響

27）京都大学工学部２８）岡山大学２９）運輸省３０）鹿児島大学農学部３１）三島小学校３２）京都大学防災研究所

春山元寿

多スパン橋の動的相互作用解析

蕊年月発 表 者 題 目 雑誌名又 しま講演会名

昭和54年12月

昭和55年１月

昭和55年２月

土質工学会しらす基準化シンポジ
ウム

水利科学研究所報告書

昭和54年度土木学会西部支部研究
発表会

土質工学会論文報告集
Vol,20,No.１

試作修正三軸装置について書鯛,｝
村良
立経

HydraulicBreakwaterの消波機能
(2)

佐藤道郎 土木学会第34回年次学術講演会 昭和54年10月
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野
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佐
中
宇
佐
中
田
山
竹
河
山
河
長

長い波に重なった短い波の振幅変
化（第２報） 第26回海岸工学講演会 昭和54年11月

砕波帯付近の波浪の現地馴|昭和岬度土木学会西部支部職発表会

北
足

昭和55年２月

童:重要鷺｜:鰯：

多点入力系高架橋の地震応答解析 第15回地震工学研究発表会 昭和54年７月

土木学会関西支部年次講演会

材料vol､28,No.311,
pp､718～724

｝

看妻･"｝

第14回土質工学研究発表会 昭和54年６月

昭和54年６月

昭和54年８月

EHiciencyoftheFEMinthe
AnalysisofDynamicSoil-Structure
lnteraction

Procedingsof3rdlnternational
ConferenceinAustraliaonFinite
ElementMethods

震ご"｝
山田
河野 昭和54年７月

鹿児島大学工学部研究報告

山
河
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春
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口
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郎
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寿
子
文

田
野
沢
山
波
川

有限境界を考慮した基礎一地盤系
の動的相互作用解析

斜面切取に伴う地すべり性崩壊の
土質工学的検討

鹿児島県における死者数及び住居
被害数からぷた地盤災害の特徴

昭和55年２月

昭和55年３月

第16回自然災害科学総合シンポジ
ウム 昭和54年９月

元
智
正

山
口
戸

第16回自然災害科学総合シンポジ
ウム

北村良．介

北村良介

北村良介

北村良介

昭和54年９月

新期火山灰及びしらすから成る地
盤の物理化学的性質

確率過程を用いた粒状体の力学モ
デル(3)

多軸試験機について

マルコフ過程としての粒状体の変
形機構

マルコフ過程の粒状体の変形挙動
への適用

三主応力下にある球粒子集合体の
変形・強度特性

地山しらすの判別分類のための土
壌硬度計の使用について

桜島地区土石流等実態調査報告書

春山元寿 土木学会第34回年次学術講演会 昭和54奔畠10月

春
谷
春

寿
子
寿
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松本進

昭和54年度土木学会西部支部研究
発表会

昭和54年10月

33）鹿児島県立長島高等学校３４）UniversityofWaleslnstituteofScienceandTechnology35）TheUniversityofArizona

雷濯年月雑誌名又は講演会名発表 者 目

鎌田薩 男
Ｈ・Freiser35〕 昭和54年10月日本分析化学会第28年会｝

粒状体の力学現象に対するエネル
ギー的考察(3)

プレキャスト合成床版の押抜きせ
ん断強度について

塩分を含むコンクリート中の鉄筋
およびＰＣ鋼線の発錆に関する実
験的研究

北
足

村良
立経 書"｝ 土木学会第34回年次学術講演会

昭和54年７月

昭和54年度土木学会西部支部研究
発表会

昭和54年度において学外に発表された論文ならびに講演

昭和54年11月2H-NbSe2の応力効果

昭和55年２月松本進

雀雷雲剥

韓濯詔
田中豊

撚諾圭"｝

応用物理学会九州支部講演会

昭和55年３月

AnalyticaChimicaActalO8，
pp､385～388

謹譜き雛蕊挙篭難
およぼす切欠き数の影響）

横衝撃荷重をうける
Timo-Shenkoはりの応答計算

APVCmatrixmembranecalcium‐
selectiveelectrodebasedoncalcium

bis-4-(1,1,3,3,-tetramethylbutyl）
-2,6,-dinitrophenoxide

ジベンゾー18-クラウン－６によ
るアルカリ塩抽出における陰イオ
ンの影響

日本機械学会九州支部大分地方講
演会

昭和54年５月

日本機械学会九州支部第33期総会
講演会


